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日本における捜査の心理学

日本の犯罪心理学は，矯正の実践と矯正に関

する臨床心理学的な研究を中心に発展してき

た。大学教育における「犯罪心理学」の講義は，

少年鑑別所や少年院における臨床実践のケース

研究を中心に，矯正 OBOGである教員によっ

て行われることが多かった。日本犯罪心理学会

のメンバーもその大半が矯正関係者で占められ

ていた。

しかしながら，犯罪捜査における心理学の応

用に関する研究が行われていなかったかという

とそうではない。警察庁科学警察研究所と警視

庁および各道府県警の科学捜査研究所では，捜

査に対する心理学の応用の研究が古くから行わ

れてきた。ここでの研究の中心は，ポリグラフ

検査による虚偽検出である。日本警察における

ポリグラフ検査導入の歴史は古く昭和 26年ご

ろまでさかのぼることができる。

ところが，警察機関で行われたポリグラフ検

査研究は，国内外の学会で発表されることは少

なく，アカデミックな犯罪心理学の研究の流れ

の中にはほとんど表れてこなかった。その理由

は，ポリグラフ検査という犯罪捜査のツールに

ついての知識を広く公開してしまうことは，犯

人に利することになってしまうという警察幹部

の判断があったため，発表が許可されにくかっ

たからである。実際，当時のポリグラフに関する

研究資料の多くは「部外秘」のものであった。

それゆえ，ポリグラフ検査の研究は，警察部

内の研究会を中心として密かな形で発展し，ま

た，その技術もいわば，限られたギルドの中で

少数の技官に伝承されていった。日本の警察が

発展させた POT（緊張最高点質問法）というポ

リグラフ検査のテクニックは，おそらく，世界

的にみても最も優れた技術であるにもかかわら

ず，それが国内外で知られることは少なかった。

このようなポリグラフ中心の日本の捜査心理

学研究は，1990 年ごろから変化しはじめた。

この時期，宮崎勤事件や神戸児童連続殺傷事件

などの猟奇的な連続殺人事件が立て続けに発生

し，その捜査が難航したことから，警察庁が，

当時アメリカやイギリスで導入がはじまってい

た犯行現場からの犯人像推定技術であるプロフ

ァイリング技術の導入を考えはじめたためであ
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図　昭和 33 年に行われた警察庁のポリグラフ研
究会の資料。捜査心理学の創生期のものである。
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る。この中心となったのは科学警察研究所の田

村雅幸氏である。1996年には彼を中心として

各県警科捜研の有志が集まっての研究会がスタ

ートした。これをきっかけに，ポリグラフ中心

であった日本の捜査心理学も一つの新しい段階

に入ったといえるであろう。この研究会での研

究成果は，その後，北海道警など先進的な試み

を行ったいくつかの県で，実務へと応用されて

いくことになる。

ちなみに私は当時警視庁科学捜査研究所に属

していたが，警視庁はこの研究会には参加せず，

流れに完全に乗り遅れていた。ドラマでは警視

庁はいつも最先端であるが，現実はかならずし

もそうではないこともあるのだ。

プロファイリングとは何か

プロファイリングとは，連続殺人事件を解決

するためにアメリカの連邦捜査局（FBI）で開

発された方法である。一般の殺人事件の多くは，

被害者と犯人の間に金銭貸借関係や愛人関係，

親族関係などがある。したがって，基本的には

被害者の人間関係を丹念にあたっていくという

捜査を行えば犯人を突き止めることができる。

しかし，連続殺人事件は「流し」，つまり犯人

がたまたま出会った人物を殺害することが多い

ため，被害者と犯人に事前の人間関係がなく，

一般の殺人事件と同じような方法では，犯人を

突き止めることができない。つまり，犯人検挙

が困難でかつ連続して発生する困った事件なの

である。アメリカの全土でこの種の事件が増加

しているのではないかと考えた FBIは，この種

の犯罪を解決するための研究をはじめた。

研究にあたって，FBIは，まず当時アメリカ

で収監中だった連続殺人犯（および性的目的で

流しの殺人を行った殺人犯）36名の行動と特

性を徹底的に調べた。一部の犯人に対しては面

接調査も行った。その結果，一見多様に見える

連続殺人も，秩序型（organized type）と無秩

序型（disorganized type）という大きく 2つの

類型に分けられることがわかった。興味深いの

は，この 2つの類型の連続殺人はそれぞれ特有

の犯行現場をもち，かつ，それぞれの類型に対

応した典型的な犯人像が存在したということで

ある。これは，連続殺人の犯行現場を調べれば，

犯人がどのような属性をもっているかを推測で

きることを意味する。これが，プロファイリン

グといわれる技術である。

犯罪を分析し，それをカテゴリー化すること

によって犯人像を推測するという FBIの手法は，

現在では連続殺人以外のさまざまな罪種に適用

されている。子どもに対する性犯罪，放火，レ

イプやテロなど被害者と犯人に面識がない事件

の捜査では，捜査手法の一つとして定着しつつ

ある。

興味深いのは，一般の人が考えたりドラマで

描かれる「ポップサイコロジー」的なプロファ

イリングと，現実のプロファイリングは大きく

異なっていることである。ポップサイコロジー

的プロファイリングでは，主に臨床心理学や精

神分析学の知識を利用して個別の事件を「深く」

分析し，犯人の行動の原因を推定していくのに

対して，実際のプロファイリングが行っている

のはそのようなウェットな推論でなく，むしろ，

データマイニングに近いドライな分析手法であ

る。個別の事例についていろいろと思索を巡ら

せるといういわゆる臨床的プロファイリング

は，お話としてはおもしろいのだが，実際の犯

罪捜査においては役に立たない。

FBI 方式から，リバプール方式の

プロファイリングへ

さて，FBIによる犯罪者と犯罪行動のカテゴ

ライゼーションに基づくプロファイリングは，

とくにアメリカの司法機関において使用されて

いる。しかし，FBIは，この分類には問題点が

あることを当初から認識していた。2つのタイ

プのどちらにも分類できない混合型といわれる

タイプの事件が，無視できない数ほど存在して

いたからである。FBIの方法がカテゴライゼー

ションを基礎とする以上，この混合型の存在は

やっかいな存在となる。なぜなら，秩序型，無

秩序型のプロファイリングはエビデンスに基づ

いた科学的な方法なのに対して，混合型のプロ

ファイリングは結局のところ，プロファイラー
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の経験とカンをもとに知識を補っていくものに

なってしまうからである。ここが FBI方式のプ

ロファイリングの，最大の弱点といえる。

これに対していわば特性論的なプロファイリ

ングを考案し応用しているのが，イギリスのリ

バプール大学のデビッド・カンターを中心とし

たグループのアプローチである。このアプロー

チではまず，数多くの犯行現場の特徴と犯人の

属性についてのデータベースを作成する。具体

的には，分析のもとになる個々の犯罪について

「サバイバルナイフを凶器として使用した」，

「遺体を埋めた」，「凶器を遺棄して逃走した」

などの犯行現場の特性と，「無職である」，「両

親と同居している」，「軍人であったことがある」

などの犯人の属性情報を調べる。次にこれらの

各項目間の相関を計算し，多次元尺度構成法

（multidimensional scaling： MDS）などの手法

を用いて，相関の高い項目は接近して，相関の

低い項目は離して，各項目を 2次元上のマップ

に示していく。この図では，「被害者を撲殺し

た」場合，「犯人は 20代」であることが多けれ

ばそれらの項目は空間上近くに配置され，「被

害者を撲殺した」場合，「犯人は女性である」

ということが少なければそれらの項目は空間上

遠くに配置される。そしてこの図を使って，犯

罪行動の分析や犯人像の推定を行ってゆくので

ある。

ちなみに科学警察研究所は日本におけるプロ

ファイリングの導入にあたり，FBI方式とリバ

プール方式を比較検討し，リバプール方式を採

用することに決めた。

FBI 方式のプロファイリングは妥当なのか？

ドラマによく登場するのは FBI方式のプロフ

ァイリングであるが，本当に妥当性はあるのだ

ろうか。この問題に関する研究をみてみよう。

もし，連続殺人が FBIのいうように秩序型と無

秩序型とに分類される異なる 2種類のタイプの

犯人によって，異なる犯行パターンで発生して

いるのだとすると，リバプール型の研究パラダ

イムにしたがって連続殺人犯の行動と属性を

MDSにより空間的にマッピングすれば，秩序

型犯人と無秩序型犯人の行動は空間的に分離す

るはずである。そこで，カンターとアリソンら

のグループ（Canter, Alison & Wentink, 2004）

は，アメリカの 100人の連続殺人犯の犯行デー

タを使用してこの分析を行った。ところが，こ

の研究の結果，秩序型と無秩序型の特性は分離

しなかった。このことは，FBI型のプロファイ

リングはその基礎とする類型自体がかならずし

も正しくないということを示している。また，

実務ケースの多くが混合型になってしまうこと

も理解できる。

われわれの研究室でも，本邦において 1983

年から 2008年に発生した連続殺人犯 46人の行

動特性について MDSを用いた分析を行ったが，

やはり，FBIの類型に対応したカテゴリーは抽出

されなかった。むしろ，FBIの類型とはまった

く異なった犯人の行動パターンのクラスターが

存在することが示された（杉山・越智，印刷中）。

この研究は本邦におけるプロファイリングの

実務において，FBI方式のプロファイリングを

導入してもうまくいかないことを意味してい

る。科学警察研究所は日本へのプロファイリン

グの導入にあたって，有名だった FBI方式を採

用せずに，比較的無名だったリバプール方式を

採用したのであるが，これはきわめて賢明な選

択であったといえるだろう。

プロファイリング研究の限界

さて，ここ数年，イギリスやわが国をはじめ

としたリバプール方式による犯人の行動の分析

研究によって，犯人の行動パターンの研究は大

きく発展してきた。Journal of Investigative

Psychology and Offender Profilingなどの，専

門のジャーナルも発行されるようになった。し

かし，それとともにプロファイリング研究の限

界も次第に明らかになってきた。

例えば，プロファイリングの当初の目的であ

った犯行状況からの犯人の属性推定，つまり，

事件現場や犯行の特徴から，犯人の年齢が何歳

であるかとか，犯人の職業とか，過去の犯罪歴

の有無などの情報を推定するのは予想外に困難

であることがわかってきた。たしかに犯人の属

特別企画　日本の心理学　これまでとこれから
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性情報と犯人の行動傾向には相関のみられるも

のもあるが，その相関の程度は一般的にあまり

高くないのである。もちろんある特定の情報に

絞ったり，固有の特徴をそなえた犯罪の場合，

犯人の属性についてある程度の推定ができるこ

ともあるのだが，テレビドラマでやっているよ

うな，あたかも目の前に犯人がいるかのような

人物像推定は，現実問題としてできない可能性

がある。

プロファイリング研究の新たな可能性

一方で，当初はあまり想定されなかった分野

への応用も含めて，プロファイリング研究の新

たな可能性も示されてきた。

第 1に，リンク分析といわれる手法である。

これはある地域で発生している複数の事件のど

の犯罪が同じ犯人によって実行されたのかを分

析していくという方法である。従来，連続犯と

おぼしき犯人が捕まった場合，同種の事件のど

の事件をその犯人が行っているかの推定は，刑

事の経験に任されていた。この推定をより科学

的な方法にしたがって実現可能にしていくこと

で，連続犯捜査をより効率的に実施することが

可能になる。

第 2に，犯人の行動の推定である。リバプー

ル方式のプロファイリング研究では犯人のとる

各種の行動にみられる相関関係を分析データと

するが，このデータを用いれば，犯人がある行

動 Aをとった場合にはほかの行動 Bもとる可

能性を推定することができる。このロジックは，

さまざまな応用が可能である。

例えば，2007年 12月に佐世保のスポーツク

ラブで発生した銃乱射事件では，犯人が銃乱射

後，逃走した。彼がどこかで第 2の乱射を起こ

すのではないかと，周囲の住民は恐怖に襲われ

た。われわれの研究室では，日本で発生した大

量殺傷事件 79ケースをもとにして，このよう

なケースの犯人の行動を予測する研究を行った

（木戸・越智，印刷中）。この研究によれば，佐

世保の事件のような犯行形態の場合，犯人がそ

の後，別種の事件を犯す可能性は少なく，かつ，

犯人が自殺を試みる可能性が高いということが

推測できた。実際，この事件の犯人は翌日自殺

体で発見された。当時このような技術を捜査支

援に有効に使用することができれば，住民の不

安を減らすことができるだけでなく，場合によ

っては犯人を早期に発見し自殺を阻止すること

ができたかもしれない。

第 3に，地理的プロファイリングの研究があ

る。地理的プロファイリングは，犯行状況から

犯人の属性を推定することを試みる犯罪者プロ

ファイリングに対して，犯罪発生地点の地理情

報をもとにして，地理的な情報を推測していく

ことを目的とするプロファイリングである。例

えば，犯行現場から犯人の居住地を推定する，

次の犯行地点を推定する，遺体の遺棄場所から

犯人の居住地を突き止める，犯行形態から逃走

経路を予測するなどの問題を取り扱う。放火や

子どもに対する性犯罪は，現行犯でないとなか

なか逮捕の難しい犯罪である。また，監視を強

めることで予防できる犯罪でもある。そこで，

次の犯行地域や犯行日時を推測することができ

れば，これを犯人検挙や防犯に有効に使用する

ことができるのである。

そのほか，プロファイリング研究を巡っては，

新しい研究や枠組みの提案が次々と行われてい

る。犯人の特性に応じた効果的な取り調べ技術

や人質交渉技術の研究，脅迫状の内容からの犯

人行動の予測，ベイジアンネットワークなどを

使用したプロファイリングなどである。この分

野の研究は今，まさに発展途上であり，「おも

しろい」局面にある。多くの若手研究者がこの

分野に興味と関心をもって研究に参加してくれ

ることを望みたい。
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